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第２回 小平市文化スポーツ推進計画検討委員会 

日  時 令和４年８月１６日（火）午前９時３０分から午前 11時３０分まで 

場  所 小平市役所６階大会議室 

出  席 
委員：１6名（うち公募市民６名） 

傍聴者：1名 

 

【次第】 

１ 開 会 

２ 第１回小平市文化スポーツ推進計画検討委員会のまとめ 

３ 市民アンケートについて 

４ 小平市文化スポーツ推進計画の構成について 

５ 事務連絡 

６ 閉 会 

 

【配布資料】 

１ 第１回 小平市文化スポーツ推進計画検討委員会 議事録（資料１） 

２ 第１回 小平市文化スポーツ推進計画検討委員会 意見まとめ（資料２） 

３ 小平市文化スポーツ推進計画 検討資料（資料３） 

４ 文化芸術及びスポーツに関する市民アンケート（速報版）（資料４） 

５ 計画の構成（案）（資料５） 

６ 全体スケジュール（資料 6） 
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【議事】 

１ 開会 

文化スポーツ担当部長からあいさつが行われた。 

今回初参加となる委員からあいさつが行われた。 

事務局（文化スポーツ課）から小平市文化スポーツ推進計画検討委員会に係る

運営事項に関して、委員の了承を得たい事項３点（傍聴、議事録作成のための会

議内容の録音及び議事録の公開）についての説明が行われ了承された。 

傍聴者希望者の確認、事務局から配布資料の確認等が行われたのち、議事が

進められた。 

 

２ 第１回小平市文化スポーツ推進計画検討委員会のまとめ【資料１～３】 

委員長 計画のポイントをあらためて事務局から説明してほしい。 

事務局 文化とスポーツの方針を改め、統合すること、小平市の長期総合

計画の基本目標と共通理念と整合を図っていること、コロナ対策

も考えているといったことがポイント。 

委員長 ４つの推進の視点もポイントと言えるだろう。 

委員 資料２の意見対応は、資料３の計画素案に反映されているのか。 

事務局 現時点ではすべては反映できていない。今回は資料５について

の議論の際にご意見をいただきたい。 

委員 文化・スポーツそれぞれの計画になっているが、ひとづくりの視点

からすると明確に分けないほうがよいのではないか。 

事務局 第１編で共通した内容をまとめ、第２編と第３編で具体的に施策

を記載する構成を検討している。 

委員長 構成については、 この会議で別の方向性を示す意見も出し

て議論してもよい。これは現時点では事務局案である。 

事務局 ひとづくりについては、両計画に共通したものとしたうえで上位

計画と整合とることを第１編で示したい。文化のひとづくりとスポ

ーツのひとづくりについては具体的なアプローチは異なると考え

ており、第２編、第３編としてそれぞれの計画で示したい。 

委員長 別れすぎているように見えるという意見であった。引き続き、事

務局で検討してほしい。 

 

３ 市民アンケートについて【資料４】 

委員 小中学生向けの調査は今後実施するのか。 

事務局 その予定である。 

委員 速報とはいえ、実施率が低くて驚いた。理由は考えられるか。 
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委員 回答者はスポーツを広義に捉えられていなかったのかもしれな

い。 

委員 今後数値目標についての議論があると思うが、実施率だけでは

なく、「やりたいのにできない人」を減らすといった視点も重要に

なると考えているこれは文化芸術の分野でも同様に重要な視点

になるのではないか。 

委員 スポーツも文化芸術もやりたくない人が無理にやるものではない

と思うが、運動は健康増進につながる。単に「やりましょう」ではな

く、メリットを示して関心を持ってももらうことが重要だろう。 

 東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会について設問

追加を意見として提出したが、どうなったのか。 

事務局 事務局で検討した結果、個別の設問は設けていないが、選択肢

を設けた。オリンピック・パラリンピックがどのようなきっかけにな

ったかを把握する。 

委員 オリンピック・パラリンピックは夏季冬季で２年に１回開催される

大きな大会であり、スポーツや文化の関心を喚起する重要な機

会になっていると考えている。 

委員 コロナ禍で、体育館の使用率は下がっているのか。 

委員 営業時間短縮もあり全体的には下がっている。しかし、開館中の

利用率は大きくは変わっていない。 

委員 アンケートの速報を見ると使われていないかと思ったがそうでは

なかった。 

委員 文化芸術もスポーツも学校が関心のきっかけの場になっている

ことが考えられる。小学校、中学校で活動機会を確保することは

子どもたちの将来にとっても重要だろう。地域移行が検討される

なら、なおさら、しっかりと考えていかなければいけない。 

委員 例えばプールは学校以外では、市外でしかできない。夏休みのプ

ール開放も人材不足でできない状況もあると聞いた。施設老朽

化の課題もある。効果的な対策を検討してほしい。 

委員 プールは子どもたちも楽しみにしていると思うが、感染症対策ガ

イドラインへの対応だけでなく、コロナ前から熱中症や光化学ス

モッグ対応も課題となっており、中止されることも多い。教員の働

き方改革だけでなく、環境的に難しい状況もある。 

 今年度は施設老朽化のため民間施設でプールの授業を実施し

たところ、保護者から「天候にかかわらず実施できてよかった」と

いった意見もあった。 
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事務局 施設老朽化は課題として認識しており、屋外プールのあり方検討

などを進めている。 

委員長 アンケートの結果はクロス集計で計画の４つの視点を掘り下げら

れるとよい。 

 

４ 小平市文化スポーツ推進計画の構成について【資料５】 

委員長 計画の視点４つは目標４つと連携しているのか。 

委員 素案（案）P.4 に記載されている計画推進の視点は、各分野に落

とし込まれるものだと考えている。 

事務局 各分野の基本目標に落とし込むことを想定している。今回は、落

とし込まれた目標の案を中心にご意見をいただきたい。 

委員 計画推進の視点は、実効性を担保するものなのか。ＤＸの推進な

ど、具体的な記述もある。 

委員長 視点というには、かなり具体的に記載されているように見える。 

事務局 文化のＤＸ化として、ルネこだいら小平市民文化会館で取り組ん

できたこともある。この計画では今後どのように生かしていくかを

検討していく。 

委員長 具体的な取組の芽はあるということ。今後文章を整えていく中で、

より具体的な方向性が示されるとよい。 

委員 目標を議論した後に、今後、計画の視点を調整することもありえ

るということか。 

事務局 そのように考えている。 

委員 資料５は近未来のことが多くふれられている。１０年後の小平市

が目指す状況についても考えていけるとよい。ボトムアップで問

題を整理していくためのワークショップなども実施できるとよいと

感じた。 

委員 担い手の育成や部活動地域移行は、地域として取り組んでいく

ことが重要だと思う。資料５でも今後地域として担っていくことが

言及されているとよいと思う。 

委員 ４つの目標は計画の視点にリンクしていると感じた。計画の中で

具体的な取組が落とし込まれていくということでよいか。 

委員長 計画の視点と目標の整合は示し方をもう少し考えられるとよい。 

委員 具体的な施策が基本目標である「ひとづくり」に対してどのように

繋がっていくのか、分かりやすく示せるとよいと感じた。 

委員 計画の視点と目標の整合は示し方をもう少し考えられるとよい。

大人になっても文化やスポーツに親しむには、子どもの時にふれ
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るきっかけが学校以外でもあるということが重要だと感じている。 

委員 １０年先のことを考えた「ひとづくり」とするのであれば、事務局案

の目標はよいと思う。今までにないフェスティバルのような取組

を実施して、アンケートを取ってよりよいイベントを実施していけ

るとよいと思った。 

委員長 次回会議でそういった議論もできるとよい。 

委員 文化とスポーツは別のものだと感じている。東京２０２０大会のレ

ガシーとして連携していくことはありうると思うが、例えばＦＣ東

京の応援で文化芸術を意識することがあるかというと疑問を感

じる。スポーツでは、強いチームを市民は応援する。小平市はブ

ルーベリー摘みなど文化資源の観光の視点での取組もある。計

画は理念・目標を大切にした計画になるとよい。 

委員 外国人は交流の意向もあり、スポーツや文化はその交流のきっ

かけになる。交流の際、専門的な知見を持った人材の育成やコー

ディネーターの育成が重要な視点だと考えている。 

委員 現行の方針の成果を踏まえて今後の方向性を検討できるとよい。

施策も効果を把握し、データを蓄積していくことがあらゆる分野

で重要になるだろう。分野横断的な会議を開催していくこともよ

り重要になるだろう。 

委員 よい計画になるとよいと考えている。ＳＤＧｓの視点も重要になる

だろう。資料の紙配布を次回からなくしたほうがよい。 

委員 ３点ある。①文化スポーツ施策体系を統合する案も検討をしては

どうか。②資料５の目標と視点の対応を明確にしてほしい。子ど

もの頃からということは大事であり、計画推進の視点でも触れた

ほうがよい。③計画推進の視点４は「コミュニティ」というより市民

同士の「つながり」がイメージされる。他の３つの視点とのバラン

スをみて「つながりづくり」といった表現にしてはどうか。 

委員 部活動の地域移行について、目標２では「部活動を地域で支える」

ことが明確には読み取りにくい表現になっている。地域移行はか

なり大変ことだと思うが、外部指導員活用・教員負担軽減だけで

なく、改革していくという意思表示が必要だろう。 

 計画推進の視点、目標・施策でも「地域移行」という文言を用い

て明確にふれてほしい。また、市として地域移行について検討委

員会をたちあげられるとよいと感じている。動き出している自治

体もあると聞いている。 

委員長 事例があれば、次回情報共有をしていただけるとありがたい。 
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委員 小平市は多様な資源がある。様々な取組もあるが情報発信が乏

しい点が課題だと感じている。情報発信を強化していけるとよい。 

委員 今回は計画の全体像がわかるようになってきた。しかし、共通理

念、視点である程度重複した内容が書かれているように感じた。

もう少し整理できるとよい。 

 文化もスポーツも情報が届いていない市民も多い。大人も子ど

もも興味関心をひく発信を行えるとよい。両分野において、学校

等とも連携し、子どもの時から興味をもつことが重要だと感じて

いる。 

委員 現状と課題はある程度はっきりしている。今後１０年でそうした課

題を解消することが重要になるだろう。施策の進捗を市民に共有

していくことも大事だと考えている。計画の中間年での見直しも

必要になることもあるだろう。 

事務局 計画推進の視点と目標の関連や文言の精査は引き続き事務局

で作業を進めていく。 

 「つながりづくり」というご意見をいただいたが、社会体育の視点

も引き続きあると考えており、参考に検討させていただきたい。 

 SDGｓは１７の目標との整合や位置づけについて事務局で検討し

ていく。 

 情報発信については、ルネこだいらでの取組の成果などを検証し

ながら引き続き強化していく。 

 計画の進捗管理については、ＰＤＣＡサイクルで進行管理を行っ

ていくことを素案で提示したい。 

 部活動地域移行については、関係部署と連携を図り、記載できる

ことを検討する。 

委員長 小中学校部活動の環境づくりをどのように記載するかという意見

も多くあった。引き続き事務局で検討してほしい。 

 横断的な連携も課題だと思う。ステークホルダー間でどのように

関係を構築していくかを目標に書き込むことを検討してほしい。 

 また、計画の対象について、高校生以上の年代はあまり言及され

ておらず、目標４ではもう少し明確にふれてもよいだろうと感じた。

次回議論できるとよい。魅力づくりについては、市の地域資源の

活用についてもより具体的に記述できるとよい。 

 現状・課題と目標の間の検討プロセスについての説明も、どこか

で掲載できるとよいと感じた。 
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５ 事務連絡 

事務局 次回第３回検討委員会は 10月 24日月曜日に福祉会館での開

催となる。第 4回は年明け 2月 22日水曜日に市役所６階大会

議室での開催を予定している。ともに9時半から開催させていた

だきたい。 

 

６ 閉 会 

 

 

以上 

 

 

 

 


